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Executive Summary 

　ヒト消化管の微小生態系（生体ミクロコスモス）に着目した新しい健康

評価についての研究開発戦略を提案する。

　「生体ミクロコスモスによる健康評価」とは、生体にとって“内なる外”

であるヒト消化管の微小生態系に存在する細菌群（細菌叢）や代謝物の動

態・機能を把握し、それを指標としてヒトの健康状態を評価することであ

る。

　これまでヒトの疾病は、遺伝子の変異、遺伝子発現の変化、代謝の変動

など生体内で起こった現象の結果として捉えられてきたが、それらに加え

て、腸内に生息する常在菌や食事など外部環境の影響を考慮する必要があ

ることも認知されてきている。実際、炎症性腸疾患、アレルギー、大腸が

ん、肥満などにおいては、生体ミクロコスモスの状態がヒト全体の健康状

態に深く関連していることが指摘されている。例えば、肥満者と健常者で

は腸内細菌の種類に違いがあり、この違いは肥満の結果としてもたらされ

たのではなく、細菌叢の違いが肥満をもたらす原因となることが科学的に

明らかにされている。

　このような細菌叢の動態やその機能、生体との相互作用を解析すること

は技術的に困難であったため、生体ミクロコスモスの全体像はほとんどブ

ラックボックスの状態であったが、近年、ゲノム解析技術の急激な進歩な

どにより、ようやく解析の対象になりつつある。さらに、今後も関連技術

の発展が期待され、ヒトの健康や疾病を環境要因との相互作用という観点

から捉え、総合的に論じることが可能になる時代が到来しようとしている。

　本提案は、生体内と生体外の境界にある消化管のミクロコスモスにおい

て、どのような細菌が生息し、どのような化合物が蓄積しているのか、そ

れらが生体とどのような相互作用をしているのか、健康状態によってどの

ような違いがあるのかを明確にすることにより、健康評価や疾病診断、さ

らには予防や治療に役立てようとするものである。

　生体ミクロコスモスによる健康評価の実現に向けての研究課題として

は、以下のような課題の設定を提案する。

（1）消化管細菌叢・代謝物の動態把握

（2）細菌と消化管の相互作用の理解

（3）機能評価モデル（無菌動物、人工腸管モデル等）の構築

　生体ミクロコスモスによる健康評価の追求は、個別の研究を並列的に実



行するだけでは十分ではなく、それぞれの研究グループが情報を共有する

など強固に連携して研究を推進する必要がある。そのため、研究開発の推

進方法に関しては、共通基盤となるコアグループ（ゲノム解析・代謝物解

析・機能評価モデル構築・リソース）の周辺に個別の研究グループが存在

するような体制が望ましい。

　本提案の推進により、生体ミクロコスモスにおける環境と生体とのせめ

ぎあいの全体像を正確に把握することが可能になり、疾病が発症する前に

その兆候を検知するという健康評価の新しいパラダイムを創出することが

できる。さらに、これをベースとした日常の健康管理システムを構築する

ことにより、世界に先駆けて超高齢社会を迎える国として、医療費を削減

し、予防医療を促進するという社会的要請に応えることが可能となる。

　また、民間企業が参画できる共通基盤となるプラットホームを整備する

ことにより、民間企業とアカデミアとの連携を促進し、企業における機能

性食品の開発を加速することが可能になる。
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1.　提案の内容

　「生体ミクロコスモスによる健康評価」とは、生体にとって“内なる外”

である、消化管の微小生態系（生体ミクロコスモス）に存在する細菌群（細

菌叢）や代謝物の動態・機能を把握し、それを指標としてヒトの健康状態

を評価する技術基盤を創出することである。

　これまでヒトの疾病は、遺伝子の変異、遺伝子発現の変化、代謝の変動

など生体内で起こった現象の結果として捉えられてきたが、それらに加え

て、腸内に生息する常在菌や食事など外部環境の影響を考慮する必要があ

ることも認知されてきている。実際、炎症性腸疾患、アレルギー、大腸が

ん、肥満などにおいては、生体ミクロコスモスの状態がヒト全体の健康状

態に深く関連していることが指摘されている。例えば、肥満者と健常者で

は腸内細菌の種類に違いがあり、この違いは肥満の結果としてもたらされ

たのではなく、細菌叢の違いが肥満をもたらす原因となることが科学的に

明らかにされている。

　このような細菌叢の動態やその機能、生体との相互作用に関する研究は、

日本が世界に先駆けて独自の研究を推進してきた分野である。しかしなが

ら、難培養微生物の存在など技術的困難さのため、生体ミクロコスモスの

全体像はほとんどブラックボックスの状態であった。近年、ゲノム解析技

術の急激な進歩などにより、消化管で起こっている現象が解析の対象にな

りつつあり、ヒトの健康や疾病を環境要因との相互作用という観点から捉

え、総合的に論じることが可能になる時代が到来しようとしている。

　本提案は、生体内と生体外の境界にある消化管のミクロコスモスにおけ

る環境と生体とのせめぎあいのなかで、どのような細菌が生息し、どのよ

うな化合物が蓄積しているのか、健康状態によってどのような違いがある

のかなどについて、糞便や唾液などの試料を解析することにより正確に状

況を把握し、健康評価や疾病診断に役立てようとするものである。

　生体ミクロコスモスによる健康評価の実現に向けての具体的な研究課題

としては、消化管に生息する細菌や代謝物の動態把握に関する課題、細菌

叢と生体の間で行われる相互作用に関する課題、細菌叢やその代謝物の機

能評価に関する課題が挙げられる。
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　消化管細菌叢の動態把握では、健康と疾病の比較が可能なサンプルにつ

いて、メタゲノム解析＊等の手法により細菌叢の全体像を解析することが

重要になる。代謝物の動態把握では、技術的進歩が著しい質量分析などに

より多様な生理機能を担う多種類の代謝物の同時解析が必要になる。また、

細菌と消化管の相互作用に関しては、細菌側と生体側の両面からその相互

作用に迫ることが求められる。さらに細菌叢や代謝物の機能評価では、無

菌動物を用いた in vivo での機能評価系と人工腸管モデルによる in vitro
での機能評価系を整備することが必要となる。

　生体ミクロコスモスによる健康評価の追求は、個別の研究を並列的に実

行するだけでは十分ではなく、それぞれの研究グループがゲノムや代謝物

など共通基盤となる情報を共有するなど強固に連携して研究を推進する必

要がある。そのため研究開発の推進方法に関しては、共通基盤の整備を担

当するコアグループの周辺に個別の研究グループが存在するような体制が

望ましい。

　欧米でもメタゲノム解析＊により腸内細菌の存在状態を知ろうとするプ

ロジェクトがスタートするが（付録参照）、これらはメタゲノム解析に特

化したものである。本提案はメタゲノム解析から機能解析までを含む総合

的な取り組みとして研究開発を推進するという点に特徴がある。

　　 ＊メタゲノム解析：自然界の多様な細菌集団のゲノム配列情報を経ないで

大量に獲得し、その情報をコンピュータで解析することによって、構成菌

種や遺伝子組成等の細菌叢の全体像を把握する手法。

（理化学研究所・大野博司チームリーダーの資料より改変）
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2.　研究投資する意義

　「生体ミクロコスモスによる健康評価」に関する基盤研究に投資する意

義は大きく三つある。

　第一は、健康評価において新しいパラダイムを創出することである。分

子生物学・細胞生物学などの急速な発展により、ヒトの健康や疾病に関す

る基礎知見は飛躍的に増大してきているが、その大部分はヒト生体内での

現象の解明にあたるものである。一方で、炎症性腸疾患や肥満などにおい

ては、腸内細菌の存在状態がその病態に深く関与していることが指摘され

ている。しかしながら、ヒトと外部環境の境界にあたる消化管内で何が起

こっているかに関しては、未だにほとんどブラックボックスの状態である。

ヒトの腸内細菌の多くは培養が困難なため、これまで解析の対象にならな

かったが、近年の塩基配列決定技術やコンピュータ能力の飛躍的向上によ

り、生体ミクロコスモスを対象としたメタゲノム解析が可能になり、細菌

叢の全体像が把握できるようになってきた。そこで、健常者と患者の腸内

細菌叢のメタゲノム解析等を行うことにより、健康状態によって消化管内

の環境がどのように違うのかをゲノム情報などのデジタル情報として明確

にし、健康や疾病を生体と環境要因との相互作用という観点から捉えなお

すことにより、新たな健康評価のパラダイムの創出が可能になる。さらに、

この視点を組み込んだ健康管理システムを構築することは、世界に先駆け

て超高齢社会を迎える国として、医療費を削減し、予防医療を促進すると

いう社会的要請にも応えるものとなる。

　第二は、ライフサイエンスの基礎研究分野に新たなパラダイムを創出す

ることである。外部環境との相互作用という視点を取り入れて生命現象を

見直すことにより、例えば、日本が世界的に優位性を発揮している免疫分

野などにおいて、さらなる飛躍の種をもたらすことが期待される。また、

「日本人が長生きで健康なのは何故か」、「食生活に要因があるのではない

か」といった長年に渡る疑問にも科学的な解答の糸口を与えることが期待

される。

　第三は、民間企業における機能性食品の開発を加速させることである。

企業が参画できる共通基盤となるプラットホームを整備し、発酵研究や食

品高次機能研究などのベースのうえに本提案の研究成果を組み込むことに

より、新たな機能性食品の創出が可能になる。また、食品機能性評価の標

準を世界に提示することも期待される。
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　我が国には国民レベルで腸内細菌という概念が深く浸透しているという

諸外国にない特徴があり、さらに「平均寿命が世界一長い」や「日本食の

影響」など格好のターゲットとなるサンプルも豊富にある。また、何十年

という腸内細菌研究や食品高次機能研究などの蓄積がある。これらの強み

を有効に活用し、ゲノム解析など最新の科学技術をドッキングさせること

により、我が国独自で優位性を発揮できる研究の遂行が可能であると考え

られる。
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3.　具体的な研究開発課題

　「生体ミクロコスモスによる健康評価」を推進するためには、消化管に

生息する細菌叢や代謝物の動態・機能を把握することが重要である。その

ために、以下のような研究開発課題を設定する。

3.1　消化管細菌叢・代謝物の動態把握

　本課題では、健康状態と対応づけられたサンプルについて、メタゲノム

解析等により消化管細菌叢の全体像を解明するとともに、生理活性が示唆

されている短鎖脂肪酸をはじめとする各種の代謝物について、質量分析な

どによる動態解析を行う。

　消化管に生息する細菌の 75％程度は培養が困難であるため、その全体

像を把握するためには遺伝子解析手法に依存することになる。新鮮なサン

プルが必要となる培養法とは異なり、遺伝子解析手法では凍結または乾燥

サンプルでの解析が可能になることから、サンプルの入手を容易にするこ

とができる。塩基配列決定技術やコンピュータ能力の飛躍的向上により、

生体ミクロコスモスを対象としたメタゲノム解析は射程内にはあるものの

技術的に解決すべき課題は数多く存在する。なかでも極めて大量の情報の

中から、健康と疾病を効率的に区別する方法論の確立などインフォマティ

クスに関連する課題は重要である。以下に具体的な研究課題例を示す。

・メタゲノム解析手法の高度化

・消化管における短鎖脂肪酸などの代謝物解析

・健康状態による細菌叢の違いの明確化

・疾病特異的な細菌や遺伝子の特定

・個別の細菌ゲノム配列の決定

・大量の配列データを処理するインフォマティクス技術の開発

・出産後や抗生物質摂取後における細菌叢形成過程の解明

・食品等の摂取による細菌叢変化の把握

・日本人の長寿者の細菌叢の把握
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3.2　細菌と消化管の相互作用の理解

　本課題では、健康や疾病を環境要因との関連から捉えるために、消化管

に生息する細菌と生体との間で行われる相互作用のメカニズムを解明す

る。そこでは、細菌側と生体側の両面から、分子、細胞、組織といった生

物的な階層を越えたアプローチが必要となる。また、自然免疫による感染

病原体の認識機構など宿主と感染病原体の相互作用という観点から研究の

進展が著しい感染免疫分野や、粘膜における免疫系の活性化と寛容の誘導

に関する分子機構の理解が進んでいる粘膜免疫分野など日本の研究水準が

高い研究分野との融合は重要である。以下に具体的な研究課題例を示す。

・生体と腸内細菌間の相互作用の媒介因子の同定

・ヒト免疫遺伝子と腸内細菌叢との相互作用の解明

・遺伝子発現の定量的解析による細菌間相互作用の解明

・難培養微生物の培養法の開発

（東京大学・服部正平教授の資料より改変）
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3.3　機能評価モデル（無菌動物、人工腸管モデル）の構築

　本課題では、無菌動物を用いた in vivo での機能評価系と人工腸管モデ

ルによる in vitro での機能評価系を構築する。

　健康および疾病特異的な細菌叢が明らかになったとしても、それらの細

菌が具体的にどのような作用を生体に与えるかを明らかにできなければ、

幅広い展開は見込めない。そのためには、消化管に生息する細菌の機能を

実際の生態系に近い環境で評価することができる無菌動物の評価系を整備

する必要がある。現在、国内では、無菌動物を用いた研究はごく限られた

研究室で行われており、誰でも利用できる状況ではない。そこで、細菌叢

の機能を多くの研究グループが利用できるような無菌動物の評価システム

を整備する。

　また、動物を用いた評価では、消化管内のサンプルを経時的に取得する

ことができないため、代謝物解析に有用な小型で高性能な人工腸管モデル

装置の開発が求められる。以下に具体的な研究課題例を示す。

・無菌動物を用いた腸内細菌の機能解析システムの開発

・腸内細菌叢を長期安定的に保持する人工腸管モデル装置の構築

・人工腸管の理論ベースとなる数理モデルの開発

・モデル系での代謝物の動態把握
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4.　研究開発の推進方法

　「生体ミクロコスモスによる健康評価」を推進するためには、個別テー

マの研究開発を推進するだけでは十分ではなく、ゲノム解析・代謝物解析・

モデル系による機能評価・リソースを担当する共通基盤グループを中心と

して、その周りに目的指向のグループが集まるようなグループ研究の形で

進めるのが適当である。メタゲノム解析技術など本提案に関連する技術革

新のスピードは目覚しいものがあるため、共通基盤グループを設置して、

最新技術を反映した共通プラットホームを構築する必要がある。それによ

り、目的指向のグループは、重複したデータを取得することなく、共通基

盤グループが構築したプラットホームを活用して効率的な研究の推進が可

能になる。

　研究の実施にあたっては、健康状態と正確に対応づけられたサンプルを

入手し、そのゲノム解析や代謝物解析を行い、解析結果をフィードバック

するというサイクルを回すことが重要になる。そのため、サンプルを収集

する臨床研究者とサンプルを解析する研究者をつなぎ、解析結果を研究グ

ループに提供することを担当するリソース部門の設置を提案する。ゲノム

解析や代謝物解析データに関しては、使いやすいデータベースを構築し、

各研究グループが共通に利用できるようなシステムの整備もリソース部門

が担当する。なお、臨床サンプルの取り扱いに関しては、生命倫理にも十

分に配慮する必要がある。

　また、共通基盤グループが担当するモデル系による機能評価においては、

企業の研究者も利用できる無菌マウスや人工腸管モデルを取り扱う実験施

設を整備することが求められる。企業の研究者が、共通基盤となるプラッ

トホームにあるモデル評価系を活用することにより、効率的に研究成果を

イノベーションにつなげることが可能になる。
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5.　科学技術上の効果

　「生体ミクロコスモスによる健康評価」の推進により得られる科学技術

上の効果は、外部環境との相互作用という視点を取り入れて生命現象を見

直すことにより、日本が世界的に優位性を発揮している免疫分野など、ラ

イフサイエンスの基礎研究分野に新たなパラダイムを創出することであ

る。例えば、自然免疫による感染病原体の認識機構など宿主と感染病原体

の相互作用という観点から研究の進展が著しく、日本の研究水準が極めて

高い感染免疫分野や、粘膜における免疫系の活性化と寛容の誘導に関する

分子機構の理解が進んでいる粘膜免疫分野などにおいて、諸外国をさらに

引き離すようなサイエンスの飛躍が期待される。

　また、生体ミクロコスモスの解析により、例えば、長寿者特有の細菌叢

や日本食特有の代謝物が見出されるなど、「日本人が長寿で健康なのは何

故か」、「日本食に要因があるのではないか」といった長年にわたる疑問に

対して、科学的な解答の糸口を与えることが期待される。

　また、本提案の基盤研究を推進するにあたっては、ライフサイエンスの

枠組みにとらわれずに情報科学、統計学、化学、数学など多くの分野と融

合することが求められる。例えば、メタゲノム解析や代謝物解析において

は、これまでとは桁違いに大量の情報が取得されることになる。このよう

な膨大な情報を処理するための新たな情報処理技術の開発が求められるな

ど、ライフサイエンス以外の分野への波及効果が期待される。

　成果の形態としては、論文はもちろんのこと、細菌叢を迅速に測定でき

る DNA チップなどを各研究テーマにおいてデモすることも考えられる。
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6.　社会・経済的効果

　社会・経済的効果としては、腸内細菌の存在状態がその病態に深く関与

している炎症性腸疾患や肥満など多くの疾病に関して、糞便や唾液など容

易に取得できる試料を用いた測定により、その予兆を評価できるようにな

ることが挙げられる。さらに、健康診断のための評価システムを日常生活

に組み込むことにより、自宅での簡便な健康管理が可能になり、世界に先

駆けて超高齢社会を迎える国として、医療費を削減し、予防医療を促進し

ながら健康寿命を延伸することに寄与することができる。

　また、民間企業とアカデミアが共通基盤となるプラットホームを共有す

ることにより、その連携を強固なものとし、企業が本提案の研究成果を活

用して機能性食品の開発を加速することが可能になる。例えば、科学的に

効果が立証され、効能表示ができる特定保健用食品には、2007 年 11 月

末時点で 743 品目が許可されており、2007 年度の市場規模は 6798 億円

と推定されている。これは 2005 年度の 6299 億円から金額で 499 億円、

比率で 7.9％の増加となっている（（財）日本健康・栄養食品協会による

調査、下図）。本提案の成果を有効に活用することにより、この市場をさ

らに大幅に増大することが見込まれる。

　さらに将来的には、研究の成果を組み込んだ機能性評価系を構築し、食

品機能性評価の標準を世界に提示することが期待される。その結果、我が

国で開発された機能性食品が海外でも認知され、現在、主に国内を中心に

販売されている商品が輸出され、外貨を獲得する産業を形成することが期

待される。

図 1.　特定保健用食品市場規模の推移
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7.　時間軸に関する考察

　「生体ミクロコスモスによる健康評価」に関する基盤研究は、ただちに

着手するのが望ましい。その理由としては以下のことが挙げられる。

（1） 厚生労働省の平成 16 年の国民健康・栄養調査＊によれば、40～74
歳におけるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）該当者

数は約 940万人、予備群者数は約 1020万人と推計され、この年代

の男性の 2 人に 1 人、女性は 5 人に 1 人が該当する。この結果を

受けて、40～74歳を対象に、2008年度から「特定検診および特定

保健指導」が義務付けられることになった。このようなことを背

景に、国民の中に食と健康についての関心がさらに高まり、特定

保健用食品などの機能性食品創出への強いニーズが生まれている。

（2） 技術的にもメタゲノム解析や代謝物解析技術が進展し、消化管内

の状態把握が現実的になりつつある。実際、メタゲノム解析（東

京大学など）やビフィズス菌の増殖促進物質の解明（京都大学・

食品総合研究所）など、世界的に評価される日本の研究者による

成果も出てきている。

　研究開発に必要な期間は、5年程度で基盤となる技術を確立することが

期待される。ただ、消化管細菌叢の解析技術や人工腸管モデルの構築など

では、3年間である程度の成果が得られ、技術デモやプロトタイプ作成な

どイノベーションの先の段階に進むものが現れることも期待される。

　また、社会・経済的効果を最大化するためには、最初の 5 年間のあと

に企業が多く参加して、プロトタイプ作成や製品開発に直結するような次

のステージのプロジェクトの検討を視野に入れておく必要がある。

＊平成 16年国民健康・栄養調査結果の概要について

 （http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/05/h0508-1.html）
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8.　検討の経緯

1.　科学技術の未来を展望する戦略ワークショップ

「 クロスメディエーターの機能解明に基づく食品機能評価基盤技術

の創出」

〈概要〉

　研究開発戦略センターの横断 G（生物生産・利用技術）では、生体と

腸内細菌間および腸内細菌同士間における相互作用の媒介因子をクロスメ

ディエーターとして捉え、その機能を解明することにより、食品の機能性

評価の新たな技術基盤の創出することを目的とし、戦略ワークショップ「ク

ロスメディエーターの機能解明に基づく食品機能評価基盤技術の創出」を

平成 19 年 10 月 1 日に開催した。ワークショップでは、その研究開発戦

略に関して、当該分野の研究者による討議を行い、「本研究領域に投資す

る意義」、「具体的な研究開発課題」、「研究推進方法」などを明らかにした。

　本提案は、本ワークショップの議論をベースに導かれたものである。

科学技術の未来を展望する戦略ワークショップ

「クロスメディエーターの機能解明に基づく食品機能評価基盤技術の創

出」報告書、CRDS-FY2007-WR-12
平成 20年 1月発行 （http://crds.jst.go.jp/output/rp.html）

参加者（敬称略、五十音順）

上野川修一　 日本大学　生物資源科学部　（コーディネーター）

伊藤喜久治　 東京大学大学院　農学生命科学研究科　 
大野博司　 理化学研究所　免疫・アレルギー科学総合研究センター

酒井康行　 東京大学　生産技術研究所　 
佐々木隆　 明治乳業（株）　食機能科学研究所　 
武田英二　 徳島大学大学院　ヘルスバイオサイエンス研究部 
津志田藤二郎　食品総合研究所　食品機能研究領域 
服部正平　 東京大学大学院　新領域創成科学研究科　 
諸富正己　 ヤクルト本社（株）　中央研究所　 
山城雄一郎　 順天堂大学　医学部　 
横田篤　 北海道大学大学院　農学研究院
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2.　有識者インタビュー

〈概要〉

　平成 20年 3月に以下の有識者インタビューを実施し、ワークショップ

の結果を受けて策定したプロポーザル骨子について意見を求め、プロポー

ザル策定の参考とした。

インタビュー先：

上野川修一　 日本大学　生物資源科学部　　　　　　　　教授

服部正平　 東京大学大学院　新領域創成科学研究科　　教授

山城雄一郎　 順天堂大学　医学部　　　　　　　　　　　特任教授

（五十音順、敬称略）
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【付録】　国内外の状況

　本提案にも関連するヒトの腸内細菌等のメタゲノム解析プロジェクトが

米国と欧州で相次いで立ち上げられたので、その概要について以下に記す。

【米国】

　NIH の新たな Roadmap の一つのプロジェクトとして、Human 
Microbiome Project が開始された。まずは、パイロットプロジェクトと

いう位置づけで、FY2007に総額 $8.2 millionの規模で、以下の研究をサポー

トするための 1 年間のファンディングがなされた。実施機関は The 
Baylor College of Medicine, The Broad Institute, The J. Craig Venter 
Institute, Washington University となっている。

1.  Sequence the genomes of 200 microbes that have been 
isolated from the human body;

2.  Recruit a set of healthy donors and obtain samples from a set of 
body regions; and 

3.  Perform initial 16S rDNA gene metagenomic sequence analyses 
to estimate the complexity of the microbiota at these sites.

　　（http://nihroadmap.nih.gov/hmp/fundedresearch.asp）

　さらに、5年間で総額 $115 million の規模でのプロジェクトが計画され、

募集が開始されている。プロジェクトのゴールと現在募集中の研究タイト

ルは以下の通りである。

Goals:
■ Determining whether individuals share a core human microbiome
■ Understanding whether changes in the human microbiome can 

be correlated with changes in human health
■ Developing the new technological and bioinformatics tools 

needed to support these goals
■ Addressing the ethical, legal and social implications raised by 

human microbiome research
　　（http://nihroadmap.nih.gov/hmp/index.asp）
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Titles of funding opportunities:
■ A Data Analysis & Coordination Center for the Human Microbiome 

Project （U01）
■ Development of New Tools for Computational Analysis of Human 

Microbiome Project data （R01）
■ Development of New Tools for Computational Analysis of Human 

Microbiome Project data （R21）
■ Development of New Technologies Needed for Studying the 

Human Microbiome （R01）
■ Development of New Technologies Needed for Studying the 

Human Microbiome （R21）
■ Human Microbiome Project RFA: Notice of Applicant Information 

Meeting
■ Human Microbiome Demonstration Projects （UH2/UH3）
■ Construction of a Reference Sequence Data Set for the Human 

Microbiome Project （U54）
■ Studies of the Ethical, Legal, and Social Implications （ELSI） of 

Human Microbiome Research （R01）
■ Notice of Intent to Publish a Request for Applications for the 

Demonstration Project for the Human Microbiome Project
　　（http://nihroadmap.nih.gov/hmp/grants.asp）

【欧州】

　フランスを中心に 7カ国が参加して、2008年 1月から MetaHIT という

プロジェクトが開始された。総予算は、€ 19.8 million で 100 種類の培養

可能な細菌のゲノム解析、炎症性腸疾患と肥満との関連性の解明が主な内

容になっている。

（Dr. Dusko Ehrlich 講演より、第 7回国際ゲノム会議 : 2007年 11月 27日、 
　http://www.gt164.jpn.org/agw/7th_Circular_final.pdf）
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